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A History of the “R”
-as an interlude-

（東京大学理学系研究科物理学専攻）

みしょ ／ Misho

↓

み
し
ょ
お

R？
なにそれ？
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とりあえず
Wikipediaでも
見るか……。

これは……。
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文学部の
メガネっ娘
フラグ！！

というのも……。

みしょおは１カ月前，
tokyo-emacsとかいう
勉強会で，文学部の
メガネっ娘を募集した
んだお。

2008/6/28 12tokyo-emacs
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でも，誰も
来なかった
んだお……。

Rについての勉強会なら，きっと語学・文学関
係だお！！
文学部のメガネっ娘がたくさんくるお！！！！

ここは華麗に発表をキメる
しかないお！

じゃあRの歴史について
発表するお！！！

大体，Emacsとか
Vimとかの勉強会を
しても，男だらけに
なるにきまってるお。
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これだから工学部の
やつらは……。
@T_Hashといい
@hayamizといい……。

おっと，失礼したお。

A History of the “R”
-as an interlude-

（東京大学理学系研究科物理学専攻）

みしょ ／ Misho
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ローマ字の『Ｒ』

Section .1

まぁ，とりあえず
Wikipediaの内容を
読むお……。

ふむふむ……。

やっぱりWikipediaは
わかりやすいお。

ローマ字の『Ｒ』 （概要）
 『Ｒ』は，ラテン文字の18番目の文字。

 大文字と小文字の２種類がある。

 大文字はR，小文字はrと書く。
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ローマ字の『Ｒ』 （言語）
 ラテン文字は，現在は広く用いられている

→ 『Ｒ』という文字も広く用いられている

 英語

 ラテン語

 フランス語

 ドイツ語

 イタリア語

 オランダ語

 スペイン語

 インドネシア語

 スロヴァキア語

 クロアチア語

 スロベニア語

 ポーランド語

 アイルランド語

 エスペラント語

 Ruby

 Perl

 C

 PHP（笑）

 yharian

etc…… (From Omiglot : http://www.omniglot.com/ )

ローマ字の『Ｒ』 （歴史）
 ただし，使われるようになった経緯は様々。

 『最初』から使われていた。（ラテン語）

 ラテン文字を使う言語から派生した。

（フランス・イタリア語などのロマンス諸語）

 昔からラテン文字を使っていた。

（英語，ドイツ語，あるいは北欧諸語など）

 後に（他の文字から）ラテン文字に変更した。

 政治的な事情で→クロアチア語

 ラテン文字が人気だから→トルコ語 [1928年]

 文字の無い言語が，近代になって（人気のある）
ラテン文字を導入した。（インドネシア語など）

ローマ字の『Ｒ』 （呼び名と発音）
 歴史が様々なので，

 呼び名

 表現する音

も，やっぱり様々である。

 呼び名

 アール，エル，アー，リ，ロー，etc….

 発音

 巻き舌，反り舌，「ら」，のどの音，のどの振動，etc…

http://www.omniglot.com/
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ふーん……。

難しいお……。

まとめ

 『Ｒ』はローマ字のアルファベットで，様々な
言葉で使われている。

 ただし，ローマ字が使われるようになった経
緯は様々なので，同じ『Ｒ』という文字でも，
名前とか発音とかはぜーんぜん違う。

そのほかの『Ｒ』

Section .2

ふーん。
ローマ字は本当に
大人気だお……。
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でも，ローマ字じゃな
い文字を使っている
言語もあるお。

その中に，『Ｒ』に
似た文字があるかも
知れないお……。

他の言語と見比べれば，
Ｒの歴史がわかるかもし
れないお……。

ないお……。

ギリシャ文字

ΑΒΓΓΔΕΖΘΗΚΛΜΝΞΟΠΡ΢ΣΤΦΥΦΧ

Αβγδεδεζηθικλμνπξζηυθχψω 

！！！

キリル文字（ロシア語の例）

АБВГДЕЁЖЗИЙКЛМНОП

РСТУФХЦЧШЩЪЫЬЭЮЯ
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『Я』！！！

ちゃんとWikipediaを
読めよ……。

ピョートルの罠だったお……。



Tsukuba.R [A History of the "R"] 2008/7/26

Sho Iwamoto / Misho 11

じゃぁ，ギリシャとか
ロシアでは，Ｒの音
をどうやって表して
いるんだお……？

ギリシャ文字とキリル文字

ΑΒΓΓΔΕΖΘΗΚΛΜΝΞΟΠΡ΢ΣΤΦΥΦΧ

Αβγδεδεζηθικλμνπξζηυθχψω 

АБВГДЕЁЖЗИЙКЛМНОП

РСТУФХЦЧШЩЪЫЬЭЮЯ

よく見ろ。これだ。

それは『ぴーーーーーーー』だお！！！
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ちゃんと調べるお……。 ギリシャ文字の『ロー』

 ギリシャ文字で，「Ｒ」の音を表す文字は

Ρ（小文字はξ）です。

 名前は『ロー（Rho）』です。

キリル文字の『エル』

 同様に，キリル文字では，「Ｒ」の発音は

Р（小文字はр）です。

 ロシア語や，ウクライナ語などでは，『エル』，
ブルガリア語 では『ル』と呼ばれます。

どっちもピーにしか
みえないお……。
もしかして本来はＲ
はＰの形をしていた
のかお？
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その通りだ。
実は，ラテン文字もキリル
文字も，両方ともギリシャ
文字から作られた文字だ。

古典ギリシャΡ（ロー）

ラテンR（エル） キリルΡ（エル）

東方正教の民族カトリック民族

英語
ドイツ語
イタリア語など

ロシア語などギリシャ語

もうすこし正確に書くと，
次のようになる。

古ギリシャ

ルーン文字
（古い英語）

ラテン

エトルリア

前10-8世紀

前7-6世紀

3世紀

英語etc.ギリシャ語ロシア語etc.

キリル6-7世紀
グラゴリ

オスク
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まとめ 古典ギリシャΡ（ロー）

ラテンR（エル） キリルΡ（エル）

東方正教の民族カトリック民族

英語
ドイツ語
イタリア語など

ロシア語などギリシャ語

最初の『Ｒ』

Section .3

ところで，Ｒという文字は，
一番最初は，『頭』を表し
ていた。 頭？
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そうだ。
こんなのだ。

人の横顔 を
文字にしたのだろう。

へたくそーーーー！！！！

原シナイ文字の『Ｒ』
 原シナイ文字

 時代：紀元前18-16世紀

 場所：シナイ半島

 読み：ラァシュ，ローシュ

 意味：人間の頭
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ギリシャ語以前の文字の
歴史は，次のようになって
いる。

シュメール文字（ウルク期）

初期フェニキア文字

楔形文字

前3500年

前1000年
ギリシャ

原シナイ

ヒエログリフ前3200年

原カナン

フェニキア文字

ビブロス ウガリット楔形

アラム文字

ヒエログリフ 原シナイ文字

B.C.3200年ごろ 時代 B.C.18-16cごろ

エジプト北部 場所 シナイ半島

『くち』
（発音： ro）

「くち」
を表す

『くち』
（発音： pe ）

『人間の頭』
（発音： t-p）

「頭」
を表す

『人間の頭』
（ラーシュ）

ヒエログリフと原シナイ文字の比較

ヒエログリフ 原シナイ文字

B.C.3200年ごろ 時代 B.C.18-16cごろ

エジプト北部 場所 シナイ半島

『くち』
（発音： ro）

「くち」
を表す

『くち』
（発音： pe ）

『人間の頭』
（発音： t-p）

「頭」
を表す

『人間の頭』
（ラーシュ）

ヒエログリフと原シナイ文字の比較

PR
RP
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『くち』のその後
 ちなみに，この『くち』 は，後に

ギリシャ文字のΠ，π（パイ）になった。

シュメール文字（ウルク期）

初期フェニキア文字

楔形文字

前3500年

前1000年
ギリシャ

原シナイ

ヒエログリフ前3200年

原カナン

フェニキア文字

ビブロス ウガリット楔形

アラム文字

まとめ
 『Ｒ』は，『人間の頭』を表す文字 だった。

 ただし，ヒエログリフ以前は，『人間の頭』
はＰを表していた。

 その後，フェニキア文字を経てギリシャ文字
のΡ（ロー）になった。

 一方，ヒエログリフでＲを表した『くち』は，
シナイ文字ではピーを表し，その後，ギリ
シャ文字のΠ（パイ）になった。

アラム文字の『Ｒ』

Appendix A
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ところで，原シナイ文字の子
孫である『アラム文字』からも，
やはり多くの文字が生まれた。

シュメール文字（ウルク期）

初期フェニキア文字

楔形文字

前3500年

前1000年
ギリシャ

原シナイ

ヒエログリフ前3200年

原カナン

フェニキア文字

ビブロス ウガリット楔形

アラム文字

アラム文字では，Ｒは

と変化した。 (B.C.8, 6, 4世紀)

また，その後，B.C.200年頃の
ナバテアでは，更に という形
になった。

アラム文字のＲからは，

 現代ヘブライ語の (レーシュ）

 現代シリア語の （レーシュ）

 テヴァナガリ文字（ヒンディー語）の

が生まれた。

またナバキアの文字からは
 現代アラビア語・ペルシャ語の （ラー）

が生まれた。
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つまり，現在の

 英語など （ラテン文字）

 ロシア語など （キリル文字）

 ギリシャ語

 アラビア語

 ペルシャ語

でRを表す文字は，全て元々同じ

に由来するんだ。

 ヒンディー語

 シリア語

 ユダヤ語

ふーん。

まぁともかく，これで
tsukuba.Rも大丈夫だお。

文学部のメガネっ娘も，
イチコロだお！！

Tsukuba.R？
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Rってのは統計処理
言語のことだ！！

文学部のメガネっ娘は？

来ないだろ，常識的に考えて。
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みしょおの今までの努力は？ 無駄だろ，常識的に考えて。

あとで@syou6162に……

殺されるだろ，常識的に考えて。
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というわけで
みしょです。

こんにちは。

……

ひどい……

発表だったね
………。

……。

ちょっとはR

の話もするお。
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統計処理言語『Ｒ』

Appendix B

Ｒ言語
 統計処理を目的とするプログラミング言語。

 関数型言語Schemeの影響を強く受けている。

 作者はRoss IhakaとRobert Gentleman。

 オープンソースである。

 統計処理言語 S の影響を強く受けている。

Ｓｃｈｅｍｅ
 あの有名な『Lisp』の方言の一つ。

 関数型のプログラミング言語。

 「計算機プログラムの構造と解釈 」(SICP)と

いう，アルゴリズムの名著の中で，解説用の
言語として用いられていることでも有名。

 Mishoもnyaxtなどと一緒にSICP seminarを
やっており，Schemeを勉強ちゅ。

Ｓ言語
 AT&TのBell研究所のJohn Chambersたちが
作った統計処理言語。

 処理系として，商用の「S-plus」がある。

 文法とか機能はR言語とほぼ同じ。

 つまり，R言語はS言語のパクり。

 名前の由来は，多分statisticsのSだろうね。

 当時同じくAT&Tで作られたのが『C言語』。
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Ｒ言語の名前の由来
 作者の名前の頭文字。

 Ross Ihaka，およびRobert Gentleman。

 S言語（とScheme）のパクリだから。

 RはSの隣の文字です。

Ｒのいいところ
 統計処理がすごい！

 グラフィックがすごい！

 なんといってもオープンソース！！

 言語仕様が美しい！

 この辺りは他の言語ヲタに任せますｗ。

 まぁScheme取り込んでるから，美しいのは当然。

Ｒのわるいところ
 名前が短すぎる。

 ぐぐるのが大変。

 ついつい文学部のメガネっ娘を期待してしまう。

 っていうか，tsukuba.Rと言われると，アルファ
ベットについての勉強会だとしか思えない。

 だからついうっかり，みしょはこんな発表をし
ちゃうんだぜ(/▽＼#

まとめ

Conclusion
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 Rは元々は『人間の頭』を意味する文字 。

 それがギリシャ文字のΡになり，更にラテン
文字のRへと変化した。

 インドヨーロッパ系の言語においてＲを表す
文字は，殆どが の子孫。

 R言語は，素晴らしい言語。

まとめ

ご清聴

ありがとう

ございました。

っていうか

ごめんなさい
ｗｗｗｗｗｗ。


